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基本作業－474　可燃物パージ－不活性ガスによるパージ
○　水やスチームによるパージが不適当な場所（触媒のつまったリアクター等）はＮ２ガス等の不活性ガスによりパージを行う。

○　この場合、可燃性ガスの濃度が1.0％以下となるまでパージしなければならない。

○　イナートガス中の可燃性ガスの分析はガスクロで行うこと。

携帯型ガス分析器はその原理が主に燃焼式であり、試料中に11％以上の酸素が存在しないと正しく測れない。
また、光学式のものは水素の影響で低目に出るので最近では殆ど使用されていない。

○　不活性ガスによるパージでの注意事項
　　　　１）　油やスラッジを含んだ容器にはＮ２によるパージは殆ど効果がない。

　　　　　　　　　内部にサビやスラッジの堆積や思い油のある場合にはスチーミングを考えること。
２）　残存ガスの分子量がＮ２より大巾に大きい場合には混合が悪いのでガスの残留に注意すること。
　　　　３）　加圧／減圧方式はデットスペースの出来やすい部分には採用しないこと。
　　　　　　　　　この場合、デッドスペース部分だけでも、ワンスルーパージを併用すること。
　　　　４）　終了後のサンプリングは、最も結果の悪く出そうな部分を選んで行うこと。
【事　例】

　　①　下図はいくつ間違いをしているでしょうか？
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